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ご使用前に必ずお読み下さい 

 

 

製品を使用する前に以下のことを確認して下さい。 

 

１．流量計、及びリモートユニットには製造番号が表示されています。 
ＲＨＭ／ＲＨＥシリーズ流量計が複数になる場合、各メータの製造番号末尾に個別記号が設定されています。個別記号

が各計器との組み合わせとなります。各流量計、及びリモートユニットには組み合わせ毎に流量成績表、入力データ表

が添付されていますのでご確認下さい｡ 

 

２．流量計には流量測定範囲があります。 
ＲＨＭ／ＲＨＥシリーズ流量計の流量測定範囲は、型式により異なりますので製造ラベルで確認して下さい。 

 

３．流量計には使用温度に制限があります。 
ＲＨＭ／ＲＨＥシリーズ流量計の流体温度は標準で－２０～ ＋１２０℃ 。各型式により使用温度は異なりますので製

造ラベルで確認して下さい。流量計の温度を急激に変化させると不具合の原因になりますので目安として、１℃／秒以

下の変化として下さい。計測開始時に測定液の温度と、外気の温度に差が有りますと誤差の原因となりますので充分に

安定させてから計測して下さい。 

指示計器類はなるべく常温で湿度の低い場所で使用して下さい。 

 

４．流量計には使用圧力に制限があります。 
ＲＨＭ／ＲＨＥシリーズ流量計の使用圧力範囲は各型式により使用圧力は異なりますので製造ラベルで確認して下さい。 

又、圧力により計測チューブの肉厚が変わりますので圧力損失も同じモデルで多少異なります。圧力損失に影響のある

システムの場合（液化気体など）は弊社に圧力損失データを要求して下さい。 

 

５．流量計はきれいな流体を計測します。 
ＲＨＭ／ＲＨＥシリーズ流量計の計測チューブに異物が堆積しますとゼロが不安定になり、計測誤差が発生しますので、 

なるべくフィルターなどを設置して計測流体を清浄化して下さい。特に水の場合、鉄錆などが配管に付着すると洗浄が

不可能ですのでステンレス系の配管にする事をお勧めします。又、熱交換機用の気体を計測する場合は、気体にオイル

ミストが含まれる場合がありますので必ず除去して下さい。オイルが混入した場合は、溶剤等で流量計を洗浄して下さ

い。 

液体の場合、流量内部に気泡が混入しないように、最大流量程度まで流し気泡を除去してから計測して下さい。 

気体の場合は、流量計を逆さに取り付け（設置方法を参照）計測チューブにドレインが溜まらないようにして下さい。 

 

６．振動、衝撃に注意して下さい。 
ＲＨＭ／ＲＨＥシリーズ流量計は内部の計測チューブを約１００Ｈｚ～２００Ｈｚで自励させていますので、なるべく

振動の少ない場所に流量計を設置して下さい。取り付け方法が本取説に明記されていますので参照して下さい。 

計測する際、流量、温度、圧力などの急激な変化は機械的な不具合を発生しますので行わないで下さい。特に流量計の

温度を急激に変化させると不具合の原因になりますので目安として、１℃／秒以下の変化として下さい。 

流量計を落としたり、叩いたり、台代わりに乗ったりしないで下さい。 

 

７．供給電源に注意して下さい。 
供給電源は出来ればノイズ・フィルターを使用し、電源からのノイズ進入を避けて下さい。 

 

８．使用する前に取扱説明書をよく読んで下さい。 
装置メーカー及び貴ユーザーに出荷する際は必ずこの取扱説明書をコピーして渡して下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



クイック・マニュアル 
   

 

 

取り付け、計測開始時に、以下のことを確認して下さい。 
 

１．取り付け位置決め、及び姿勢 
１． 水平配管でポンプ振動の少ない場所を選択して下さい。       液の場合 ( ← FLOW ) 

２． 出入り口に配管サポートをして下さい。サポート位置は 

出来るだけ流量計に近い位置にして下さい。 

３． 配管サポートに外側にゼロ調整用バルブを取り付けて下 

さい。ＲＨＭ３０以上で計測方法がパラレル（流体が平                  ボルト 

行に分流する）の場合、管径の３～５倍の直管を入り口                    

に設けて下さい。                                                                     間隙    

４． 液体用は取り付け出入り口が上部に、気体の場合は下部                  

に来るように設置します。（右図参照）その他の配管に                  

なる場合は本取説を参考に行って下さい。                

５． 大型の流量計には計測チューブを固定するボルトがハウ         気体の場合 

ジングのほぼ中央に取り付けてありますので、設置後取         

り外して下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．配線 
１．通常、ＲＨＭ流量センサー、ＲＨＥ１２間はケーブルが 

接続されています。 

     本取説に配線例が記載されていますので確認して下さい。 

   ２．ケーブルは途中で中継せず、直接接続して下さい。 

      ３．配線の引き回しは磁界を発生する電器部品から遠ざけ、 

     強電のケーブルとは配電パイプを同じにしないで下さい。 

 

３．電源投入後の注意と試運転 
１．電源を投入後、流量計が自己振動を開始します。手で触 

れて振動を確かめて下さい。 

   ２．表示器にエラー・メッセージが無い事を確認して、その 

まま３０分間、ウォーミング・アップして下さい。 

３．測液を流して、液体の場合は、１５分程度、最大流量に 

近い量を流して気泡を除去して下さい。 

     この時、流体温度が急速に上昇／下降しないように注意 

して下さい。（１℃／秒以下の変化とする） 

   ４．流量計の前後のバルブを閉じて下さい。（加圧／使用状態） 

   ５．ゼロ調整を行って下さい。 

          詳しくは、本取説の最後にシーケンス図が記載されてい 

ますので確認して下さい。 

６．計測に戻って下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

線番   配 線 色 

９ － ＷＨＩＴＥ 

８ － ＧＲＥＹ 

７ － ＧＲＥＥＮ 

６ － ＹＥＬＬＯＷ 

５ － ＯＲＡＮＧＥ 

４ － ＰＩＮＫ 

３ － ＲＥＤ 

２ － ＢＬＵＥ 

１ － ＢＲＯＷＮ 

ゼロ調整 

 

１．計測画面から右キーを５ 

秒間押して下さい 

２．右キー（ＮＥＸＴ）をも 

う一度押して下さい。 

３．左キー（ＳＥＴ）を押す 

とゼロ調整が始まります 

４．[zeroing active]と表示 

５．２０秒ほどでゼロが完了

しましたら、右キーを数

回押して計測画面に戻り

ます。 
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１． 慨 要   
このマス・フローメータはコリオリの原理を利用した流量計です。 

   特殊なセンサー・チューブに基本振動を与え、流体を流す事により質量流量に比例したコリオリ力がチューブに働き 

ます。コリオリ力は基本振動の振幅に対し変化をもたらし、位置センサーでとらえると位相のずれとして検出されま 

す。そこで、位相のずれを計算し、質量流量として計測します。 

マス・フローメータは、流量計と指示部が組み合わせになります。ＲＨＥ１２は防爆構造ですので防爆域に設置して 

下さい。 

 

２． 仕 様 

２．１ ＲＨＭシリーズ流量センサー    

   
型  式 

 

 

計測範囲（１：５０） 接  続 耐  圧 使用チューブ 

パラレル 

(kg/min) 

シリアル

(kg/min) 

ねじ込み 

 

フランジ 

 

ＭＰａ 

120℃以下 

外径 

（ｍｍ） 

厚み 

（ｍｍ） 

RHE015 0.004-0.6 0.002-0.3 G 1/4” 1/2” 30(40) 1.5 0.2(0.25) 

RHE03 0.1  -5 0.05 -2.5 G 1/4” 1/2” 30(15) 3.0 0.4(0.2) 

RHE04 0.2  -10 0.1  -5 G 1/4” 1/2” 15 4.5 0.3 

RHE06 0.5  -25 0.25 -12.5 G 1/2” 1” 19(38) 6.0 0.5(1.0) 

RHE08 1    -50 0.5  -25 G 1/2” 1” 29 8.0 1.0 

RHE12 2    -100 1    -50 G 3/4” 1” 19(29) 12.0 1.0(1.5) 

RHE15 4    -200 2    -100 G 3/4” 1” 15(30) 15.0 1.0(2.0) 

RHE20 6    -300 3    -150 G 1” 2” 11(22.5) 20.0 1.0(2.0) 

RHE30 10   -500 5    -250 G 1･1/2” 2” 15(22.5) 30.0 2.0(3.0) 

RHE40 30   -1500 15   -750  3” 4(25) 42.2 3.2(4.8) 

RHE60 60   -3000 30   -1500  4” 4(20) 60.3 2.9(5.4) 

RHE80 160  -8000 80   -4000  6” 4(10) 88.9 4.05(6.3) 

＊ 本取説中の計測範囲（1:20）は最低流量から計算します。例えば RHE08P の場合 1～20kg/min。 

＊ 耐圧値とはチューブ材質が RHM015,03では SUS904L、その他は SUS316Tiでの値です。耐圧値内の（ ）内数

値はチューブの厚みの（ ）内数値に対応します。又、耐圧値はフランジの耐圧値等で変わります。 

＊ 圧力損失に付いては、流体、管内径により異なりますので情報が必要な場合は弊社に連絡して下さい。 

     
型 式 温度記号 温度範囲（℃） 防爆クラス（Eex ia IIC） 

標 準 ＮＴ －２０～＋１２０ Ｔ４ － Ｔ６ 

低 温 用 ＥＴ１ －２００～＋５０ Ｔ６（Ｔ＞－４５℃） 

高 温 用 １ ＥＴ２ －４５～＋２１０ Ｔ３ － Ｔ６ 

高 温 用 ２ ＨＴ ０～＋３５０ Ｔ１ － Ｔ６ 

 
精 度 

 

 

計測範囲 １：２０ ±０．２％ ｏｆ Ｒ．Ｓ． 

計測範囲 １：５０ ±０．５％ ｏｆ Ｒ．Ｓ． 

再現性 ±０．１％ ｏｆ Ｒ．Ｓ．以内 

     ＊ 精度はメーカー校正時条件下での値です。 

標 準 材 質  ＲＨＭ０１５／ＲＨＭ０３  その他の型式 

 計測管  ： SUS 904L  (1.4539) 計測管  ： SUS 316Ti (1.4571) 

 ブロック ： SUS 316Ti (1.4571) ブロック ： SUS 316Ti (1.4571) 

 ハウジング： SUS 304   (1.4301) ハウジング： SUS 304   (1.4301) 

 

２．２ ＲＨＥ１２ リモートユニット 

表 示 ＬＣＤ（８ｍｍ） ２行／１６桁  

ア ナ ロ グ 出 力  ４～２０ｍＡ              １出力（負荷抵抗４５０Ω以下） 

デ ジ タ ル 出 力  周波数 （０～１ｋＨｚ）        １出力（２４ＶＤＣ／１０ｍＡ） 

 プルアップ抵抗 （５００Ω／５ＶＤＣ、３ｋΩ／２４ＶＤＣ） 

シ リ ア ル 通 信  ＨＡＲＴ通信システム 

使 用 温 度 範 囲  －２０～＋５５℃（但し、常温で使用して下さい／結露無き事） 

供 給 電 源  ２４ＶＤＣ ±１５％ ７Ｗａｔｔ 

ケ ー ス  アルミ・ダイキャスト、 ＩＰ６６、 Ex II 2(1)G EEx d E [ia] IIC T5 

ｹ ｰ ﾌ ﾞ ﾙ ･ｸ ﾞ ﾗ ﾝﾄ ﾞ  ３／４”ＮＰＴ 
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３． ＲＨＭ流量センサーの準備 

 
ＲＨＭ流量センサーは質量流量を測定する為、センサー内に気泡等の混入のないように、完全に満液状態にしなけれ

ばなりません。又、コリオリの原理を利用している為、センサー自身を振動させていますので振動源からなるべく避

けて設置して下さい。ポンプに直接取り付ける事はしないで下さい。工場内の設置では殆ど振動の影響を受けること

なく計測しますが、ロボット搭載等の激しい振動のある所には設置しないで下さい。 

    

３．１ 設置の基本 
配管は水平に取り付け、液体の場合はセンサー・ハウジングが下に来るよう（ループ内に気泡が残らない）に

設置し、気体の場合はセンサー・ハウジングが上に来るよう（ループ内にドレインが残らない）にして下さい。 

流れ方向は左右どちらでもかまいません。（表示器に流れ方向表示されます） 

 

３．１．１ ＲＨＭ０１５ 低流量の設置（液用） 
 

   ＲＨＭ０１５で液の低流量計測を行う場合、右図のようにセン 

サー・ブロックを固定して下さい。（１０ｇ／ｍｉｎ以下） 

   又、３．１．２の様に流量計の前後を固定し、外側にリークの 

無いボールバルブを設置して下さい。流量計の位置は配管の最 

低位置にし、気泡が入らないようにします。 

固定をする際、流量計に応力が掛からないように行って下さい。 

   微少流量の場合、配線ケーブルの振動で誤差が発生しますので、 

なるべく固定し、計測中は、液温、周囲温度が変化しない様に 

して下さい。 

ボールバルブは流量計のゼロ調整の時だけ閉にします。 

 

 

 

 

 

３．１．２ ＲＨＭ０１５、０３、０４の設置（液用） 
 

   ＲＨＭ０１５、０３、０４で液の流量計測を行う場合、右図の 

ように固定板、又は出入り口ブロックで固定して下さい。流量 

計は配管だけの接触になる様に床から離して下さい。 

固定をする際、流量計に応力が掛からないように行って下さい。 

又、３．１．３の様に前後の固定を床から行う方法でも可能です。 

流量計の前後を固定し、外側にリークの無いボールバルブを設 

置して下さい。流量計の位置は配管の最低位置にし、気泡が入 

らないようにします。 

ボールバルブは流量計のゼロ調整の時だけ閉にします。 

 

３．１．３ ＲＨＭ０６以上の設置（液用） 
 

   ＲＨＭ０６以上で液の流量計測を行う場合、右図のように固定 

して下さい。流量計の前後を固定し、外側にリークの無いフル 

ボアのボールバルブを設置して下さい。流量計の位置は配管の 

最低位置にし、気泡が入らないようにします。又、流量計の配 

管以外は外部に接触しないように空間を設けてください。 

固定をする際、流量計に応力が掛からないように行って下さい。   ボルト  

   ＲＨＭ３０以上で計測方法がパラレル（流体が平行に分流する） 

   の場合、管径の３～５倍の直管を入り口に設けて下さい。これ  

は、分流量を均一にする為です。                                 隙 

            配管はなるべく同径を使用し、キャビテーションが起きないよ 

うにして下さい。 
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３．１．４ ＲＨＭ 気体用の設置 
 

ＲＨＭで気体の流量計測を行う場合、右図のように固定して下 

さい。流量計の前後を固定し、外側にリークの無いボールバル 

ブを設置して下さい。流量計取り付けは液と逆さまになり、ド 

レインが溜まらないようにします。 

固定をする際、流量計に応力が掛からないように行って下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

３．１．５ ＲＨＭ 垂直配管での設置 
 

ＲＨＭにて垂直配管で流量計測を行う場合、右図のように固定 

して下さい。流量計の前後を固定し、外側にリークの無いボー 

ルバルブを設置して下さい。流量計の計測チューブが計測流体 

で満たされた状態になるように試運転時に充分流体を流して下 

さい。（液の場合は気泡、気体の場合はドレインが計測チュー 

ブに残らない事が条件です） 

固定をする際、流量計に応力が掛からないように行って下さい。 

    

 

 

 

 

 

 

 

３．１．６ ＲＨＭ その他の設置１（液） 
 

ＲＨＭ３０以上にて３．１．３の様な配管が不可能な場合、右 

図のように固定して下さい。流量計の前後を固定し、外側にリ 

ークの無いフルボアのボールバルブを設置して下さい。この方 

法は流量が最大値の５～３０％しか流れず、気泡が容易に抜け 

ない場合にも有効です。流量計の計測チューブが計測流体で満 

たされた状態になるように試運転時に充分流体を流して下さい。 

固定をする際、流量計に応力が掛からないように行って下さい。 

   設置時の傾き角度は１０～３０度として下さい。 

 

 

３．１．７ ＲＨＭ その他の設置２（液） 
 

ＲＨＭ３０以上にて３．１．３の様な配管が不可能な場合、右   固定が必要  フレキシブル   固定が必要 

図のように固定して下さい。流量計の前後にフレキシブルチュ 

ーブを使用し、金属配管側を固定し、外側にリークの無いフル 

ボアのボールバルブを設置して下さい。又、流量計のハウジン 

グ・フランジで下部を固定します。 

流量計の計測チューブが計測流体満たされた状態になるように 

試運転時に充分流体を流して下さい。 

固定をする際、流量計に応力が掛からないように行って下さい。 

      低圧の場合で、温度変化が少ない場合に有効です。高圧の場合 

   フレキに応力が発生し、計測誤差になります。又、温度変化が 

   ある場合、床と流体の温度差が計測誤差の原因になる事があり 

ます。 
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RHE グランド RHM

端子台 グランド

  

 

(結線図を確認して下さい)

   

３．２ ＲＨＭ ＥＴ２、ＨＴ 高温使用時の注意 

設 置 激しい衝撃や機械的振動のある場所への設置は絶対に避けて下さい。 

設置条件は上述の方法で行って下さい。 

加 熱 センサー部の加熱はゆっくり行って下さい。いかなる場合においてもセンサー部と流体の

温度差が５０℃を超えないようにして下さい。加熱速度は１℃/秒を最大として下さい。 

流 体 の 導 入 高温流体を流す前にセンサー部温度が流体温度に対して５０℃以内である事を確認して下

さい。センサー部温度はＲＨＥの表示器で確認する事が出来ます。 

注 意 激しい温度変化は機器の破損の原因となりますので注意して下さい。 

加熱速度は１℃/秒を最大として下さい。 

サ ン プ ル 流体温度：350℃ ，センサー部温度：310℃ は可。 

洗 浄 配管等の洗浄時に温度差による衝撃のないよう注意して下さい。 

 

３．３ ＲＨＭ流量センサーの配線 
 

   ＲＨＭ流量センサーはＲＨＭリモートユニット（変換器）と接続して使用します。 

      ケーブルには２芯シールド４組のケーブルと１本のケーブル（計９本）を使用します。その場合の機器間の距

離は最大で２００ｍ、ＲＨＭ１００、１６０は１００ｍまで延長できますがそれ以上延長したい場合は、弊社

に連絡して下さい。（最大500ｍまで）高温用ケーブルは２芯シールド４組のケーブルとなり、配線色も異なり

ますので注意して下さい。 

      ケーブルのつなぎ込みは各機能毎に分けて配線することが重要です。基本振動を発生させるドライブコイル用

信号線、チューブの位相差を検出するセンサーコイル用信号線２本は必ずシールドで区分けして下さい。 

         ケーブルの配線を行う場合は、高電流モーター用ケーブルからは出来るだけ離し必ず別の電線管を通して下さ

い。又、強磁界、電気的ノイズ等もなるべく避けて配線して下さい。配線内のシールド・ケーブルはセンサー

やコンジット、ハウジング等に接触しないようにに結線して下さい。 

標準ケーブル 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

使用温度範囲 －２０～＋７０℃ 

名 称 ＳＬＩ２Ｙ－（ＳＴ）Ｙ４×２×０．５ｍｍ２＋１×０．５ｍｍ２ 

ケ ー ブ ル 色 (1.茶-2.青)+(3.赤-4.ピンク)+(6.黄-7.緑)+(8.灰-9.白)+(5.オレンジ) 

1. Drive Coil 

2. Drive Coil 

3. Temp. PT100 

4. Temp. PT100 

5. Temp. PT100 

6. Pick-Up C1 

7. Pick-Up C1 

8. Pick-Up C2 

9. Pick-Up C2 

基本振動を与える交流信号 

基本振動を与える交流信号 

0.3-7VAC    (+) 

0.3-7VAC    (-) 

5-170Ω 

5-170Ω 

温度センサーＡ 

温度センサーＢ 

温度センサーＢ 

130mVDC/20℃(-) 

130mVDC/20℃(+) 

130mVDC/20℃(+) 

107-109Ω 

107-109Ω 

107-109Ω 

チューブの変化を検出する 

チューブの変化を検出する 

10-150mVAC  (+) 

10-150mVAC  (-) 

30-150Ω 

30-150Ω 

チューブの変化を検出する 

チューブの変化を検出する 

10-150mVAC  (-) 

10-150mVAC  (+) 

30-150Ω 

30-150Ω 

 

  RHM…HTタイプは、必ず接地を 

行って下さい。 

 

 

 

 

防爆システム

使用上の注意 

防爆構造は、センサーと変換器に認可ラベルが貼ってあります。 

配線方法は、信号線、シールド線、アース・グランド等全て配線図通りに行って下さい。

又、使用するケーブルの使用温度範囲を確認しなければなりません。 

 

３．４ ＲＨＥリモートユニットの取り付け 
ＲＨＥリモートユニットを設置する場合、周囲温度が－２０～＋５５℃の環境にして下さい。 

      又、振動のある場所や直射日光の当たる場所は避けて設置して下さい。ＲＨＭ流量センサーとＲＨＥリモート

ユニットは組み合わせでテストしていますのでシリアル・ナンバーもしくは試験成績書、入力データ表を確認

し正しい組み合わせで使用して下さい。 

 

３．５ 供給電源の配線 
ＲＨＥリモートユニットの供給電源は ２４ＶＤＣ±１５％ですので、電源仕様を確認してから結線して下さい。 

      ＲＨＥリモートユニットのアース・グランドは必ず接地して下さい。 
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４．プログラムと操作方法 
 

ここでは、ＲＨＥリモートユニットのプログラム及び、操作方法を大きく分けて次の説明をします。 

       １． 基本操作と設定方法 

２． ユーザー・セットアップ（User Set-up） 

３． ベーシック・セッティング(Basic Setting) 

４． 診断プログラム(Diagnostic Display Primary Sensor Signal) 

 

 ４．１ 基本操作と設定方法 
      ＲＨＥ１２の表示部、及び設定キーは下図のようになっています。 

 
表示は２行１６桁のＬＣＤ、 

キーボードは２つのキーで構 

成されています。 

通常は何もしなければ瞬時流 

量と積算流量が表示されます。                               表示部 

積算値は±を行いますが表示 

は常にプラス表示となります。 

                                            

                                      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                         左設定キー       右設定キー 

 
     表示部と設定キーで表示計の基本設定が行えます。 

１．流量範囲の変更 

２．アナログ出力のスパン設定 

３．物理単位系の変更 

４．低流量のカット 

５．計測、及び出力の診断 

６．流量の校正 

７．自動ゼロ調整 

８．計測値のダンピング 

９．積算値のリセット 

 

     設定メニューに入りますと左右の赤外線キーの選択内容が下段に表示されます。 

     下段、左側にＳＥＴと表示され時に左キーを操作しますと設定状態になります。下段、右側にＮＥＸＴと表 

示されている時に右キーを操作しますと次のメニューに移行します。 

 

   ▽ 計測状態からベーシック・セット・アップ（Basic Set-Up）にアクセスするには左右のキーを同時に押して下 

さい。 

     このメニューに関する内容は出荷時に設定されていますので、ユーザーが設定する必要はありません。弊社か 

らの出荷状態では、入力設定表が現品に添付されていますので、変更したい場合は参考にして下さい。 

   ▽ 計測状態からアプリケーション・セット・アップ（Application Set-up）にアクセスするには右キーを５秒間 

押し続けて下さい。 

   ▽ 計測状態から診断プログラム（Diagnostic Ｍode）にアクセスするには左キーを５秒間押し続けて下さい。 
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４．１．１ 電源投入時の表示 
     電源投入時には５秒間だけプログラム・バージョンと、通信アドレス（００～１５）が表示されます。 

アドレスの初期値は００ですので、必要に応じてアドレスを設定して下さい。 

     

 

 

 

 

 

４．１．２ 計測時の表示 
     計測時には下図のような表示を行います。上段が積算量と温度、下段が流れ方向と瞬時流量。 

 

 

 

 

 

 
     表示の選択（プログラムで設定可能） 

 重量単位 時間単位 温度単位 

ＳＩ単位系 ｇ、ｋｇ、ｔ ｍｉｎ、ｈ Ｃ 

ＵＳ単位系 Ｌｂ ｍｉｎ，ｈ Ｆ 

 

 

 ４．２ ユーザー・セットアップ （User Set-up） 
この項では一般ユーザーが行うセットアップについて説明します。この設定に入るには右キーを５秒間押し 

続けて下さい。 

 

４．２．１ 積算値のリセット 

      

 

 

 

 

 
   左キーを５秒間押し続けるとリセットされます。右キーで次のメニューに移行します。 

 

４．２．２ ゼロ調整 

 

 

 

 

 

 
左キーを５秒間押し続けるとゼロ調整されます。右キーで次のメニューに移行します。 

ゼロ調整には約２０秒掛かりますので、そのままの状態を保持して下さい。 

ゼロ調整が始まると「ZEROING ACTIVE」と捧持されます。 

ゼロ調整が精工すると「ZEROING PROCEDURE」 と表示されます。 

 

ゼロ調整は次のような場合に実施して下さい。 

１． 流量計を購入後、初めて設置した場合。 

          ２． 設置条件や流体を変更した場合。 

          ３． 温度条件が大幅に変更になった場合。 
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全ての配管、配線が終了しましたら、次の手順でゼロ調整を行って下さい。 

１． 電源投入後３０分以上経過してから行って下さい。  （電気的安定を確立して下さい） 

２． 出来るなら１５分以上液体を最大に流してから行って下さい。（使用条件に近い状態にして下さい） 

３． 出口側ストップ・バルブで流れを完全に止めて下さい。（ＲＨＭ０４以下は入り口側も全閉にする） 

４． ゼロ設定のメニューに入って下さい。 

 

４．２．３ 計測値のダンピング 

 

 

 

 

 

 
左キーを押しますとダンピング値が設定されます。右キーで次のメニューに移行します。 

ダンピング・フィルターはデジタルフィルターで数値が大きくなると安定度が増します。 

 

４．２．４ 計測単位の設定 

 

 

 

 

 

 
左キーを押しますと計測単位が設定されます。右キーで次のメニューに移行します。 

瞬時単位を設定すると積算単位は自動で設定されます。 

 

４．２．５ 低流量のカットオフ設定 

 

 

 

 

 

 
左キーを押しますと低流量のカットオフ値が設定されます。右キーで次のメニューに移行します。 

      設定値は２０：１レンジの最大流量に対するパーセントで設定されます。 

 

４．２．６ アナログ出力の対象設定 

 

 

 

 

 

 
左キーを押しますとアナログ出力の対象が設定されます。右キーで次のメニューに移行します。 

      アナログ出力は瞬時流量、温度のいずれかが設定出来ます。 

 

４．２．７ アナログ出力設定 
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左キーを押しますとアナログ出力の最大値が設定されます。右キーで計測画面に移行します。 

前項目でアナログ出力を温度に設定しますと－１５０℃～＋３６０℃で４～２０ｍＡが出力されます。 

前項目でアナログ出力を瞬時流量に設定しますとベーシック・セットアップの設定流量が最大値になりま 

す。ベーシック・セットアップでの設定はｋｇ／ｓｅｃの単位で設定され、その値を１００％とします。 

 

 ４．３ ベース・セットアップ （Base Set-up） 
この項は使用方法を熟知したユーザーが行うセットアップについて説明します。この設定に入るには左右 

キーを５秒間押し続けて下さい。 

この設定は流量係数等、性能を左右しますので注意して変更して下さい。 

 

  ４．３．１ スケーリング Ｍ 
 

 

 

 

 

 
左キーを押しますと掛け算係数が設定されます。右キーで次のメニューに移行します。 

現在の計測値に対して掛け算を行います。例えば接続ブロックをシリアルからパラレルに変更した場合Ｍを 

２倍する事で計測値を補正できます。 

 

  ４．３．２ スケーリング Ｄ 

 

 

 

 

 

 
左キーを押しますと割算係数が設定されます。右キーで次のメニューに移行します。 

現在の計測値に対して割算を行います。例えば計測値が０．５％少ない場合、現在の設定値Ｄを０．９９５ 

倍する事で計測値を補正できます。 

 

  ４．３．３ 最大流量設定 

 

 

 

 

 

 
左キーを押しますと最大流量が設定されます。右キーで次のメニューに移行します。 

設定単位はｋｇ／ｓｅｃに限ります。この流量レンジは流量計の型式に規制されますので、流量がこの値よ 

大きくなりますと「OVERFLOW ERROR」と表示されます。 

 

  ４．３．４ 温度補正係数の設定 

 

 

 

 

 

 
左キーを押しますと温度係数が設定されます。右キーで計測画面に移行します。 

この値は流量計の型式で決定されますので使用中は変更しないで下さい。 
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 ４．４ 診断プログラム （Diagnostics Display Primary Sensor Signal） 
この項はユーザーが行う診断について説明します。この設定に入るには左キーを５秒間押し続けて下さい。 

ここで設定する事が出来るのは電流、パルスの疑似出力設定だけです。 

 

４．４．１ 振動周波数の確認 

 

 

 

 

 

 
この表示は計測ループチューブの事故振動周波数を表しています。右キーで次のメニューに移行します。 

この値は流量計の事故振動周波数で、型式、温度、密度等で異なります。 

 

４．４．２ 電流出力の確認 

 

 

 

 

 

 
この表示はアナログの疑似出力値を表しています。右キーで次のメニューに移行します。 

左キー（ＳＥＴ）で出力値の変更が出来ますので、アナログ出力に接続されている計器の確認が出来ます。 

      左右のキーを同時に押しますと約３０秒間、４～２０ｍＡを連続的に発信します。 

      このモードはアナログ値を強制的に変更しますので、重要な計測中は行わないで下さい。 

 

４．４．３ 流量パルスの確認 

 

 

 

 

 

 
この表示はパルス出力値を表しています。右キーで次のメニューに移行します。 

計器内部のデバイダーが１：１の短絡されている場合、出力周波数を表示します。デバイダーが１：１で無 

い場合は、デバイダーで割った数値が実際に出力されている周波数です。 

 

４．４．４ センサー状態の確認 

 

 

 

 

 

 
この表示の上段は振動コイルのドライブ能力を表しています。下段は自動ゼロ調整のゼロ点の位置（数値表現） 

を表しています。右キーで次のメニューに移行します。 
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４．４．５ 稼働時間の確認 

 

 

 

 

 

 

 
この表示は稼働時間を表しています。右キーで次のメニューに移行します。 

左キーでリセット出来ます。 

 

４．４．６ メニューのシーケンス 
 

DIAGNOTISIS MENU APPLICATION SET-UP BASIC SET-UP 
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５．エラー診断 
 

ＲＨＥ１２の下段表示部にシステムのエラーが表示されますので、内容と処理を説明します。 

 

エラー表示 内  容 処  理 

RAM CHECK ERROR RAM のリードライト・エラー コントローラー・ボード交換 

IIC – BUS ERROR パラメータ・エラー コントローラー・ボード交換 

OVERFLOW ERROR 流量値のオーバー 実流量、設定値の確認 

TEMP ゜ERROR PT100温度センサーの信号エラー ケーブル、抵抗値の確認 

TOTAL OVERFLOW ７桁の積算値がオーバー 積算値のリセット 

 

６．ＲＨＥ１２のパルス変更 
 

ＲＨＥ１２のパルス出力の調整を説明しますが、出荷時に設定はされていますので変更する時にお読み下さい。 

この説明内容は電気的に開放状態で行いますので防爆エリアで作業しないで下さい。又、この調整を初めてする場 

合は、弊社まで連絡して下さい。 

 

   右の図は本体外装のアルミ 

   ＢＯＸから取り出した状態 

   です。 

   メインボード⑤（Ｍ５２１） 

   がコントローラー・ボード 

   です。 

   分解作業をする場合は、電源 

を落として下さい。 

 

詳しい図は次ページに添付し 

てあります。 

 

 

 

 

 

 

周波数デバイダー、出力パルス、計測周波数の変更 

 

   ▽ 計測周波数は２ＭＨｚ、４ＭＨｚの２種類の設定が出来ます。この設定を変えますと、システム全体に影響が 

ありますのでご注意下さい。計測周波数が２倍になりますと、位相カウント周波数が２倍になります。 

     この場合で計測値を補正するには、スケーリングＭを１／２にして下さい。 

   ▽ デバイダーの設定は次ページの図を参照に設定して下さい。 
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コントローラー・ボード（Ｍ５２１） 
 

 

 
 

RANGE Pulses/kg 

For divider 1:1 1:10 1:100 1:1000 1:10000 1:100000 1:1000000 

0-0.06 kg/min 10000000 1000000 100000 10000 1000 100 10 

0-0.6  kg/min 1000000 100000 10000 1000 100 10 1 

0-6    kg/min 100000 10000 1000 100 10 1 0.1 

0-60   kg/min 10000 1000 100 10 1 0.1 0.01 

0-600  kg/min 1000 100 10 1 0.1 0.01 0.001 

0-6000 kg/min 100 10 1 0.1 0.01 0.001 0.0001 

0-60000kg/min 10 1 0.1 0.01 0.001 0.0001 0.00001 
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７．トラブル・シューティング 

 
ＲＨＥ１２のトラブル・シューティングを説明します。 

 

７．１ 一般的な確認 
 

ト ラ ブ ル 内 容 ト ラ ブ ル 情 報 

エラー表示 表示下段にエラー情報が現れます 

パルス出力 エラーが発生するとパルス出力が止まります 

電流出力 エラーが発生すると電流出力が２２ｍＡになります 

 

ト ラ ブ ル 内 容 ト ラ ブ ル 処 理 方 法 

表示が消えている 電源を確認して下さい。（正常値：２４ＶＤＣ±１５％） 

電源供給ボード（Ｍ５２２）のフューズを確認して下さい 

コントローラー・ボード（Ｍ５２１／５２６／５２７）のＬＥＤが点滅しているか 

左右キーが動作しない 表示部のカバーを外した場合に発生する場合があります。締め込みを買えて下さい 

キー・スイッチの近辺に感度調整トリマーがありますので調整して下さい 

ピックアップ・エラー 下記の確認をして下さい 

温度エラー 下記の確認をして下さい 

 

 

７．２ 電気的特性の確認 
           

センサー内部 機  能 

ドライブ回路 計測チューブを振動させる回路 

温度センサー RTD(Pt100Ω)で計測チューブの温度を測定 

ピックアップ#1 振動を検出する回路 #1 

ピックアップ#2 振動を検出する回路 #2 

 

センサーが正常であるか確認する時の参考にして下さい。下記の値から外れた場合は、不良の可能性があります。 

 

１．電圧の確認 

ＲＨＥリモートユニットとＲＨＭ流量計のケーブルを接続し電源が入っている状態にします。 

ＲＨＥリモートユニットの端子間における電圧値を確認します。 

２．抵抗の確認 

ＲＨＭ流量計単体（結線を外した状態）での抵抗値を確認します。 

 

ターミナル 信号名 
ＲＨＥ 

電圧値 端子間 
ＲＨＭ 

抵抗値 

1 Drive+ 
0.3～7VAC 1 – 2 5～170Ω 

2 Drive+ 

3 RTD 
130mV at 20℃ 3 – 4 107～109Ω 

4 RTD 

5 RTD 
130mV at 20℃ 3 – 5 107～109Ω 

 4 – 5 0Ω 

6 Pickup #1+ 
10～150mVAC 6 – 7 30～150Ω 

7 Pickup #1- 

8 Pickup #2+ 
10～150mVAC 8 – 9 30～150Ω 

9 Pickup #2- 

 

 

７．３ 高温仕様の絶縁度 
高温用のセンサーの場合、特別なアース・グランドが必要となります。(RHE…HT)この場合の対アース・グランド 

値は10３～10６Ωとなります。 
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８．交換部品 

 

 
 

番 号 部 品 番 号 内  容 

１  Ex-d casing front cover 

３ Ｍ５２２ Power supply board 

４ Ｍ５２５ HARTR modem board 

５ Ｍ５２／５２７／５２１ Display/Controller board 

６ Ｍ５２３ Amplifier board 

７ Ｍ５２４ Safety board 

８  Rubber plate  

９  ATEX serial number plate  

１０  Ex-d casing,base part 

１３  Wall bracket 

１５  Ex-d cable gland 3/4” NPT 

２０  Ex-d casing, back cover  

 

９．修理品の返品方法 
   修理依頼や調査等で弊社又は販売店に返送する場合には、次の事を守って下さい。 

 

１．ＲＨＭの計測チューブは必ず洗浄して下さい。ご使用の流体によっては輸送中に計測チューブ内で固まり、修理

不可となる場合もあります。 

２．流体に関する情報は全てお知らせ下さい。不十分な情報は修理を遅らせる事になります。 

３．故障時、不具合時の情報・内容は書類にして同封して下さい。 

４．返送する機器の型式，製造番号，シリアルナンバー及び修理完了時の送り先，連絡先等を書類にして同封して下

さい。 

５．継手、バルブ、配線等は必ず外して返送して下さい。 
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１０．外観図 

 

１０．１ リモートユニット外観図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１０．２ リモートユニット取り付け図 
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１０．３ ブロック接続（Ｇ）外観図 

 

 

                                     
型式 口径 Ａ２ Ｂ２ Ｈ２ Ａ１ Ｂ１ Ｆ Ｉ 重量 

 Ｇ ｍｍ ｍｍ ｍｍ ｍｍ ｍｍ ｍｍ ｍｍ ｋｇ 

０１５ 1/4” 145 40 188 130 25 30 50 2 

０３ 1/4” 145 40 188 130 25 30 50 2 

０４ 1/4” 145 40 188 130 25 30 50 2 

０６ 1/2” 180 60 255 165 40 40 70 5 

０８ 1/2” 180 60 255 165 40 40 70 5 

１２ 3/4” 300 70 480 285 50 50 120 15 

１５ 3/4” 300 70 480 285 50 50 120 15 

２０ 1” 300 70 485 285 50 60 140 17.5 

３０ 1･1/2” 600 140 785 580 90 100 160 49 
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１０．４ フランジ接続外観図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                  Ver1                   Ver2                 Ver3 

 

１０．５ 高温仕様外観図 

 



 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 日本フローコントロール株式会社 

 
□ 本 社 〒101-0022 東 京 都 千 代田 区 神 田練塀 町 ６ ８ － ３ TEL.03(5209)3393 FAX.03(5256)8838 

□ 大 阪 営 業 所 〒530-0057 大阪市北区曽根崎 2-5-10梅田ﾊﾟｼﾌｨｯｸﾋﾞﾙﾃﾞｨﾝｸﾞ TEL.06(6361)3241 FAX.06(6361)3323 

□ 名古屋営業所 〒460-0003 名古屋市中区錦 1-7-34 ｽﾃｰｼﾞ錦 1 2F TEL.052(212)4346 FAX.052(212)4348 

□ 福 岡 営 業 所 〒812-0016 福岡市博多区博多駅南 1-3-8 博多ﾊﾟｰﾙﾋﾞﾙ TEL.092(432)1170 FAX.092(432)1171 

□ 仙 台 営 業 所 〒980-0803 仙台市青葉区国分町 3-11-5日宝勾当台西ﾋﾞﾙ TEL.022(212)5351 FAX.022(212)5352 
 

 

 

 


